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旧加賀藩政時代の虫塚から学ぶこと(続編・その 3) 

<虫塚の方位論>

「作庭記」は日本庭園の築造技術に関する秘伝

書中，最古にして内容堅実なものであり，平安時

代の建築様式「寝殿造りJに付随する庭園につい
て書かれている 24)。江戸時代に加賀金津の前田家

に伝来していた巻子本で 三代藩主・前田利常の

入手とも考えられ正暦二年 (1289年)以前に転

写した写本であると信じられている 24)。数々の陰

陽道的禁忌作法が記されており 54)，作庭記の編者

は，陰陽五行説の解説書である「五行大義」を作

庭の基本理念としていた 68)。庭石の禁忌の中にも

陰陽五行の「相魁説Jが取り入れられているが68)，
なかでも「高さ四尺 五尺になりぬる石を丑寅の

方に立つべからず。あるいは霊石となり，あるい

は魔縁入来の便りとなるゆえに その所に人の住

する事久しからず。ただし 未申の方に三尊仏の

石を立て向えつれば崇りをなさず。魔縁入り来

らざるべし」との記述がある 24)。丑寅の高さ四，

五尺の石は霊石となって悪霊を誘い込む(崇りを

避けるには未申に三尊仏を立て向かえるにとい

うのだ。作庭の禁忌を石碑に援用すれば，五尺三

寸(埴田)と四尺(岩淵) 6)の石を立て向かえる

場合，丑寅(北東)に立てるという選択肢はない。

当時，虫害も悪霊の仕業であった。

古来わが国においては太陽の出没方位=辰巳一
きわ

戊亥の方位の信仰がさかんであった 61)0 I陰極ま
って陽萌す」との陰陽思想から冬至は歳の初めと

された。冬至以降は陽気が回復してくるので，冬

至の日出方位である辰巳(東南)は生産回復の方
ひむか

向となり，太陽信仰に基づく生産霊の日向信仰の

対象となった 61 )。一方夏至の日没方位である戊

亥(西北)は穀霊信仰の対象であり，祖霊・地霊

の坐す方位であった 61 )。宮中の諸行事をみても，

「祈年祭」における八神殿は西北隅に奉記され，
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「大殿祭」には戊亥の方から臨んで、辰巳に向かつて

祝調が唱えられ 「大嘗祭Jにおける神床の位置
は西または西北から東または東南に向かつてお

り， I四方拝Jでは天皇が戊亥に向かつて地を拝
する 52)。この戊亥隅信仰は江戸期においても民

間に広まっていたと考えられ蕪村 (1716~1783

年)の連句がある 52)。

作らぬ松に風情増す庭稲太
いぬい

今において乾ゆかしき土の底 蕪村

祈らぬ中に湧て出る福宋屋

「屋敷内の戊亥の隅には古松などがあり，そこは

殊の外神聖な場所とみられ そのもとには福徳が

湧き出る」との信仰を表している 52)。

大和朝廷や平安宮廷から辰巳隅は熊野・伊勢で

あり，戊亥隅は出雲であった 52)。伊勢・出雲が

対になり，辰巳・戊亥隅信仰が確立したのは天武

朝と推定されている 52) (陰陽寮が成立した時期で

ある)。この辰巳・戊亥が一対になった関係は伊

勢神宮にも見られる。太陽神・天照大神を杷る内

宮は辰巳に，穀霊神・食物神たる豊受大神を杷る

外宮は戊亥に位置する。奇しくもこの伊勢神宮の

配置は，二基の虫塚の配置と同縮尺でほぼ一致す

る。伊勢神宮と虫塚を同列に扱うとは全く不敬な

話かもしれないが 虫塚は不浄の呪術装置という

よりはむしろ，五穀豊穣を祈る神聖な祭杷の場で

あったと考えたい。埴田の虫塚から岩淵の虫塚を
かす

臨む方位をたどると 岩淵の虫塚わきを流れる浮
がみ

上川は白山本宮に杷られていた地神(本来の神)
かすがみ

「糟神」に由来し 本宮四社の一つ金剣宮は「源

平盛衰記」には「仏が原J(岩淵の隣・原村と同
義か)にあったとされ原村から東南ヘ約 5km，

「鳥越Jの名称、は修験の霊地をさすという 10) (残
念ながら「鳥越」の名称、は市町村合併により失わ

れた)。さらにこの延長線は別宮→中宮のラインと
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平行に走り，霊峰白山に到達する(図5参照)。

埴田→岩淵の方位は祖霊・穀霊の地から白山信仰

の聖地を拝する方位であった。

<古代方位信仰ネットワークと巨大三尊仏>

ここで一つ気がかりが残るであろう。徳、橋組の

西方と南方には二つの虫塚を「丑寅Jにのぞむ地
域，すなわち「高さ四，五尺の石」の崇りをうけ

る地域が存在する。しかし この崇りを避けるた

めの「未申」の「三尊仏の石」は存在していた。

それは「冬至日出方位Jと「霊峰白山」の方位が
一致する場所を捜す過程で発見された。

図5.虫塚と那谷寺と白山の位置関係

小松市那谷町にある高野山真言宗別格本山「那

谷寺」から眺める冬至日出は 白山の御前峰と別

山の聞から現われる(図 5)。生産霊の日向信仰，

辰巳信仰に基づいた位置設定である。これだけで

も「那谷寺jは重要な意昧を持つが，その位置は

また，二つの虫塚からは南西(未申)にあたる

(図 5)。そして那谷寺の書院の庭「琉美閤Jには
巨大な三尊仏があるのだ。それは石仏でも石組み

でもなく「岩壁J。高さ 9mにもおよぶ(巾六問
余，高さ三丈許71)) ，三分割されて見える「自然

岩壁」を三尊仏に見たてた「三尊石Jであり(図
6 ) ，しかも丑寅を向く。さらに

詳細にみると， I那谷寺からみた

埴田→岩淵の方位，那谷寺から見る冬至日出の方位，ともに白山の御
前峰と別山の聞を指す。那谷寺は埴田や岩淵の未申(南西)に位置す
る。那谷寺および埴田を起点とする大小の矢印は それぞれ三尊石壁
面の向き，虫塚正面の向きを示す。那谷寺は平安京の丑寅(北東)に
位置し，三尊石が守護する丑寅の分界は加賀・能登の大部分をカバー
していることも興味深い。

埴田の虫塚の方位」も「三尊石壁

面が向く方位」も，真北から東ヘ

約35度であり，三尊石は埴田の虫

塚に向いている。これに対する

「埴田の虫塚の正面(“虫塚"の文

字)Jは真南から西ヘ約35度の方
位で，埴田の虫塚と三尊石は，そ

の真正面で正対しているのである

金沢

• 
60。
(丑寅の分界)

(図 5)。岩淵の虫塚は那谷寺か

ら見て丑寅のど真ん中(真北から

東ヘ45度の付近)にあった可能性

が高い。

門前の「那谷寺由来」等による

と， I那谷寺Jは養老元年 (717
年)，白山の開山・泰澄を開祖と

いわやでら

し，当初は「岩屋寺」と称された。

平安時代の寛和二年 (986年)に
かざん

は花山法皇が行幸され しばし那
ふだらくせん

谷寺に住し，観音浄土の補陀落山

(観音菩薩の住む処)の如き庭園

として境内整備を行い，西国三十
なちさん

三ヶ所の第一番・那智山の「那J
たにぐみさん

と第三十三番・谷汲山の「谷Jか
ら「那谷寺Jと名付けて，中興の
祖となった。少し時は遡るが，花

山天皇は謀略により退位させられ

法皇となった54)。この退位を陰陽
あべのせいめい

師・安倍晴明が天変から察知して

いる 54)。この他にも晴明は，花山
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えんえん

図6.，加州那谷寺山景之図J(部分)に見られる三尊石
(，加能真言天台集J石川県立図書館蔵)

延園相伝のものであるJ5 4)とされる
「延園阿閤利Jは日本庭園の開祖とも
いうべき平安時代を代表する造園技術

者である 24)。延園は花山天皇の政権を

担当した義懐中納言の子であり，中納

言父子は，陰謀により退位させられた

花山法皇にいつも寄り添うようにいた

という 24 )。延園は花山法皇の那谷寺

滞在中も同行し 作庭に関わったので

はないか。三尊石は延園が見出したの

かもしれない。後の世， r作庭記Jを
入手した利常が書院に住みこみで那谷

寺再建に取り組んだ意気込みが分かる

気がする。利常は那谷寺再建のために

「那谷寺案内jには「三尊石は持悌堂の後にあり，巾玄明念，高さ
ばかり かくぜん へきりつ

三丈許 劃然として嬰立し，中なるもの最も大なり，微妙院嘗て此
きょがん うが

に懸濠を作らんとて 巨巌の頂に一僚の溝を穿ちぬ，其溝の跡今に

歴然たりJとある。

天皇の前世を言い当てた 54) 花山法皇の那智山

御龍りを邪魔した天狗を岩屋にまつった 70)など，

関わりが深かったようであり 那谷寺の相地に晴

明が関与したのでは，という想像も膨らむが，信

頼すべき史料が少なく(多くは後世の創作か?) ， 

深入りは避ける。しかし平安京の丑寅に位置し，

丑寅を向く三尊仏の岩壁を有し さらに冬至日出

を白山に見る那谷寺は特別な地と認識されたこと

であろう。南北朝期の戦乱で堂塔はことごとく焼

失したが，寛永年間に前田利常によって再建され

ている。
えんえんあじやり

「作庭記Jに「延園阿閣利は石をたつること相
伝を得たる人なりJ2 4) すなわち「石の禁忌は

「作庭記」を入手したのではないか。

重要な例をあげよう。「作庭記Jの
「瀧の落ちる様々を云う事Jには「不
動明王のちかひてのたまわく，三尺に

なれは皆我身也。いかにいはむや四尺

五尺乃至一丈二丈をや。このゆヘにか

ならす三尊のすかたにあらはる。(不動

明王が誓って言われたことは， 90cm 

以上の高さの滝はすべて私のからだで

ある。いわんや1.2m，1.5m，或いは

3m， 6mの滝はなおさらである。だ

から滝は必ず不動三尊の姿になるの

だ。 67)Jとある。三尊石に滝を流せば
高さ三丈 (9m) とt'¥う作庭記の記述

をも凌駕する巨大な「不動三尊Jとな
る。しかし十一面千手観音を本尊とする那谷寺の

三尊石は観音菩薩を脇侍とする「阿弥陀三尊」が

ふさわしい。寛永十七年 (1640年)からの那谷寺

再建にあたって利常は「不動院」という別院(現

在の書院・庫裏にあたる)も造立し，賓永 (1704

~1710年)の頃までは「那谷不動院」と祈祷の守

札にも書かれていたが のちに「那谷寺Jの本号
みみよう

に復古せられた 63)0 r那谷寺案内J71)には「微妙
けんぱく

院(利常)嘗て此(三尊石)に懸濠を作らんとて，
きょがん うが

巨巌の頂に一候の溝を穿ちぬJとあり，三尊石の
案内書きには「三尊石より滝を落とした庭園が寛

永時代 (1640年)に作庭されていたが，往時に荒

廃してしまったJとされている。作庭記を学んだ
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利常が「不動院」の造立にあたって三尊石に滝を

流して「不動三尊」とし 後に「那谷寺J本号の
復古にあたり，滝を止め「阿弥陀三尊」に復した

ものと考える。

嘉永四年 (1851年)のものと考えられる「加州

那谷寺山景之図J64)には持{弗堂裏に「三尊石Jが
象徴的に描かれており その存在は名利の名所と

して広く知られるところであったろう(図 6)。

虫塚を丑寅にみた場合未申に立て向かう「三尊

仏の石Jは存在した。これほど霊験あらたかな三
尊仏は他に少ない。大きさ(岩壁)，位置(白山信

仰・辰巳信仰)，向き(未申から丑寅に向く，埴田

の虫塚との正面での正対)寺の由緒(法皇による

庭園整備)，格式(別格本山)，すべて申し分ない。

これで虫と虫塚による崇りはすべて封じられる。

もし，このような方位設定が意図的に仕組まれた

ものであれば，目的は信仰であっても，その過程

はもはや立派な科学である。

<虫塚の政治的意味>

那谷寺は「正徳のー挨Jの舞台となっていた。
正徳二年 (1712年)八月十日に強風被害があり，同

年十月七日，農民6，7千人が大挙して，那谷寺

に宿泊していた被害見分の役人を襲って包囲し年

貢米の六割軽減を承認させたり， 6 5)。ー挟が起き

ること自体が藩の失政役人の失態を示すもので

ある 65)。全農民の結束のもと藩にすべての要求

をのませ，しかも首謀者が発覚しなかったという

大ー挨65)は藩にとってはまさに大失態であった。

包囲された役人が「三尊石Jに上り山伝いに逃亡
した 6へという一授の記録は「那谷寺通夜物語J
として民間に流布していた 65)。あえて作庭記の

禁忌に抵触する「四 五尺の石」を用い「那谷寺

の三尊石Jに立て向かえたのは 事後の経済援助
を引き出すための「正徳のー授を忘れるな」との

藩当局への無言の圧力であったに遣いない。故に

「埴田の虫塚」は礎石一体型の六尺三寸ではなく，

五尺三寸の石碑とー尺の礎石に分割する必要があ

った。

<先代十村役のこと>

虫塚を立てた田中三郎衛門の父，七代十村・田

中清作は鹿島郡士族・高橋家からの養子である 27)。

なぜ、能登・鹿島郡の士族が加賀・能美郡の農民の

家に入ったのであろうか?この理由の一つに，修
せきどうさん

験道の聖地としての白山と石動山の関係を考えて

みたい。

鎌倉時代の修験集団形成期において 白山は熊
きんぷせん れいげん

野，吉野(金峯山)に次ぐ第三の霊験所とされ，

鎌倉時代末期には熊野山伏は天台宗寺門派(延園

は後に寺門派の総帥となっている 54))の聖護院を
ほんざん

中心とする「本山派」を形成した 33)。一方，鹿
せきどう

島郡にある石動山は真言宗醍醐寺の三宝院を中
とうざん

心として室町時代中期に形成された 31) I当山派J
の北陸における拠点であった30)。田中清作は，い

わば「当山派の拠点」から「本山派の霊験所Jヘ
養子に来たわけで、あるが 康治二年 (1143年)の

作とされる「古縁起Jによると石動山の開山は
「法道仙人Jとあるものの承応三年 (1654年)前

いするぎひ

田利常寄進の伊須流岐比古神社縁起書の石動山縁

起では，白山の開山「泰澄」が石動山を開いたと

しており 7)，江戸期には白山勢力が石動山に入り

込んでいたと考えられる。伊須流岐比古神社の別

当寺・石動山天平寺は 北陸七カ国(加賀・能

登・越中・越後・飛騨・信濃・佐渡7))の知識米

(知識は寄進の意)徴収の権限を有し30)男子が十

五歳に達した家では必ず玄米三升を出さねばなら

ず，その徴収は横暴を極めたが，一方で、，山伏修

験者は息災延命・五穀豊穣の祈祷を行ったり薬草

を施したりして信用を受けることもあったという

3 0)。白山勢力の石動山への介入石動山勢力の

加賀方面への知識米徴収活動 そして修験者の有

する五穀豊穣の祈祷術 これらが鹿島郡の士族と

能美郡の農民を結び付けたのではなかろうか。こ

のことは高橋清作の修験道との関わりを暗示す

る。

もう一つ見逃せないことがある。岩淵の「西光

寺跡Jと奥州平泉の「鞍馬寺を模した西光寺」の
関係について前述したが 旧・鹿島郡内にも「鹿

島路村」と「西湊村」に「丙光寺Jが認められ8)，
両寺とも現存する。このうち西湊村の「西光寺」

は現・七尾市小島町小丸山第二公園(西光寺山)

にあり，その開基は奥州佐藤秀衡四世の孫，僧感

叡とされる 8，37)0 <(下線注:藤原の誤りか，しか

し平泉から義経に付き従った佐藤継信・忠信兄弟

6 9) (あるいはその母66)) を秀衡の従兄弟とする
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系図もあり，秀衡と佐藤姓は近い〉古くは天台宗

でのちに浄土宗となり七尾城山麓にあったが，上

杉謙信の七尾城攻めで退き 江戸期に入ってから

現在地(おそらく当時は小丸山城内)に再建され

た37) 0 i小丸山城」は元利元年 (1615年)，一国一
城の制により廃城となるが，その後，郡奉行所が

置かれ明治まで使用された 37)0 I西光寺Jは存続
し，明治十二年には鹿島郡役所として使われ37)，

城や奉行所に付随した公的性格の強い寺と思われ

る。

本寺は，また注目される由緒ある寺でもあった

3 7)。宗教界で有名な天正七年五月二十七日，織田

信長の裁定で行われた「安土問答Jで法華宗側に
せいよじようあん

勝った浄土宗側の論者・聖誉定安が，この西光寺

の住持(住職)だったからである 13， 3 7)。天正四

年 (1576年)上杉謙信の七尾城攻めのとき，城の

直下にあった西光寺の十代住持・聖誉定安は戦乱

の能登から安土に逃れ天正七年には安土町田中

(現・近江八幡市)の西光寺住持となっていた 37)。

法華宗との宗論(教義論争)tこ勝ったことにより，

信長から即日，団扇を賜り褒めたたえられ13)，八

月二日には銀子五十枚を贈られ宗内の有名僧と

なった 37)。

士族であれば城と関係の深い名刺を知らぬはず

はない。古くは天台宗の寺であったことも，修験

道に通じたものにとって注目すべきことである。

鹿島郡士族・高橋清作は奥州、|ゆかりの西光寺の由

緒をたずさえ徳橋組にやってきたことであろう。

奥州と鹿島郡と能美郡の「西光寺」は七代十村

役・田中清作により結び付けられた。現・七尾市

小島町には「鞍馬山J(標高59.9m)も存在して
t~ る。

<虫塚建立前後>

天保十年八月二日 白山村太兵衛は石川郡と河

北郡の御仲間あてに， r木実油を用いた者が，虫
の害を凌いだので 大聖寺から木実油を百荷買い

上げ，野々市村の油吟昧人三郎兵衛方に預けてあ

る。提供できるので各組それぞれ必要量を急ぎ知

らせるようにJとの意の書状を出し， I油一升に酒
3合を混ぜて鍋であたため百歩につき 3合蒔く」

と使用法まで記した 50)。これが能美郡に属する

徳橋組まで届いていたかは定かではないが，十村

役間の文書のやりとり いずれは知ることになっ

たであろう。天保十年に木実油の使用実績があっ

たのである。このことは田中三郎衛門の評価を上

げこそすれ下げるものではない。「木実油ヲ用ユレ

パ愁ウスカルベシ」は地元・加賀藩内の「防除実

績データ」を元に書かれていた。能美郡は石川・

河北2郡より大聖寺に近い，加えて，当時，埴田

村では製茶が行われていた 27)。ツバキやサザンカ

の油も木実油として使われていた時代，チャの実

も用いたかもしれない。前に除虫皇録後編の記述か

ら木実油を油桐と推定した 58)が もう少し「木

の実Jの範囲を広げる必要がありそうだ。徳橋組
は木実油に関しては大きなアドバンテージを有し

ていたのである。

天保十年は大虫害の年であるとともに，改作法

復古の年であった。文政四年 (1821年)に十村は

一時廃止され農民は郡奉行の直接支配となり，無

組御扶持人十村と御扶持人十村は惣年寄に，平十

村は年寄並となり郡奉行の補佐にあたることにな

る6，48)0<(これに先立ち 農村からの抵抗を抑え

るために有力十村を入牢させるという「文政二年

の御厳政」が行われ後に「十村断獄」と呼ばれ

た。七代十村役・清作が養子に入ったことにより，

田中家から沢村の石黒家に養子に出た原丞は入牢

こそ免れたものの御扶持人十村から平十村に降格

されている 35)0>しかし郡奉行と農民の聞の仲介

がかえって煩雑になったことから天保十年 (1839

年)正月十八日の十村制復活になった 6，5 0)。この

年，陰陽道を駆使した虫塚建立による除災という

大事業は十村の存在意義を藩に再確認させたので

はないか。「どうだ 見てみろ!Jと胸をはる田
中三郎衛門が目に浮かぶようである。

虫塚建立の翌・天保十一年 (1840年)，藩政は

動いた。早くも三月十八日には改作奉行から，虫

害に万全な対策をとるよう油の手配が指示され，

五月には「除蛭録」を参考に「稲虫をさる法Jを
まとめて配布，六月には石川郡小坂組(現在の金

沢市北部に相当する)に稲虫駆除用の鯨油等が配

布された記録がある 31 )。しかしその内訳は，二十

一カ村には鯨油と鱒油の両方が 二十八カ村には

緋油のみが割り当てられている 31 )。田中三郎衛門

の見込み通り，やはり鯨油は足りなかった。
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虫塚の設計コンセプトは呪術的要素が濃い。し

かし，そこに記された碑文はデータと文献に基づ

いた現代でも通用する科学であり，藩政の「呪術

的方法からうんかの生態把握による合理的方法へ

の脱皮J32)に大きく寄与したものと考える。
<車吉i語>
能美郡史9)には 埴田と岩淵lの虫塚について「嘗

たいと なわ やすし

て見虫撃の泰斗・名和清(，靖」の誤り:著者注)
乙れ くじよかん のご

氏之を見，害虫駆除に閲して古人の好記念を遺せ

るもの，全園恐くは此の外に無かるべしといヘ

り。」と記されている。名和靖氏はギフチョウの

発見者として有名であるが 個人の趣味だけでは

なく，害虫防除と益虫保護の研究を目的に明治29

年，岐阜県京町に「名手口昆虫研究所」を独力で創

立した 28)。研究所は明治37年に岐阜公園に移転

拡張し，明治44年には財団法人となり，今日に至

っている 28)。財団法人名手口昆虫研究所が運営する

「名手口昆虫博物館jは「昆虫博物館J(大正8年竣

工)と「記念昆虫館J(明治40年竣工)の 2棟に標
本を収容し，昆虫博物館の 2階を支える 3本の巨

大丸柱は唐招提寺金堂の解体修理時のシロアリ被

害木(約1200年前の桧材)を再利用している(登

録有形文化財・岐阜県第一号・文化庁)2 8)。名和

靖氏がシロアリ研究の一環としてシロアリ被害の

古材保存を兼ねて利用したのである 28)。天界の

名和氏はきっと藩政期の害虫駆除の記念碑たる虫

塚の保存を気にかけておられるに違いない。信仰

心厚い名和氏は 害虫視察のため各地に出張した

際，その地方の「虫塚」を発見すると決して見過

ごさず，必ず管理者に応分の資金を寄付し塚が長

く保存されるよう努めたという 23)。

碑文が優れていることはもちろんであるが，誤

解を恐れずに断言するならば さらに重要なのは

陰陽道による虫塚の設計・配置である。古の呪術

と侮るなかれ。大和比の 1:β とt¥う単純で普遍

的な比率による統一は，速い未来，言語が変わっ

てしまっても，人類が滅亡し他の種族に置き換わ

っていても(はたまた異星人が調査に訪れても!) 

通用するメッセージなのである。まさに「呪術を

装った科学」である。徳、橋組第八代十村役・田中

三郎衛門は，私達に，そしてもっとず、っとず、っと

先の未来の種族に 藩政期の農民の苦闘・苦悩を

伝えたかったのではないだろうか。現在の位置で

の保存対策をぜひともお願いしたいものである。

加賀産業道路から見上げる虫塚は実に誇らしげで

美しい。

引用文献

1 )相原友直平泉賓記巻之五寛延四年(1751)

http://www.st.rim.or.jp/-success/jikki5.htm 

2 )相原友直平泉旧蹟志宝暦十年 (1760)

http://www.st.rim.or.jp/-success/k_chusonji. 

htm 

3 )相原友直平泉雑記巻之五安永二年(1773)

h仕p://www.st.rim.or.jp/-success/zakki5.htm 

4 )秋山清神の図形 コスモトゥーワン 2004 

5 )昧岡仲太郎神々の里の形グラブイック社

2000 

6 )石川県/編石川勝史第三編・藩治時代下

石川県図書館協会 1974 (昭和15年発行の復

刻版)

7 )石川県鹿島郡誌編纂委員会/編石川県鹿島

郡誌上巻図書刊行会 1984(原本昭和 3

年刊行の修訂復刻版)

8 )石川県鹿島郡誌編纂委員会/編石川県鹿島

郡誌下巻図書刊行会 1984(原本昭和 3

年刊行の修訂復刻版)

9 )石川県能美郡役所/編石川県能美郡誌石

川県能美郡役所 1923 

10)井上鋭夫白山への道下出積輿/編民族

宗教史叢書第十八巻「白山信仰JP.89-:108 
雄山間出版昭和61年 (1986)

11)上杉喜寿 白山 福井県郷土誌出版研究会

1986 

12)大蔵永常 除蛙録(小丙正泰・現代語訳)日

本農書全集15 農文協 1977 

13)太田牛ー/著中川太古/訳信長公記下

現代語訳新人物往来社 1992

14)岡田荘司陰陽道祭耐の成立と展開村山修

一/他編陰陽道叢書 1古代 P.153-195

名著出版 1991 

15)奥野義雄祭文にみる呪文「急急如律令Jを
めぐって村山修一/他編陰陽道叢書4特

論 P.237-255 名著出版 1993 



平成18年 2月1日 農業と科学 第三種郵便物認可 (13) 

-司 1"'111111"司 1111.. 1...-"1川，1" ，'同""，，， 11 ， 01 1 '喝司 1111 川， 11.""1".11 ，，，...， 1川'川，..岨\_11 111 1" ・・4川.1111"....川川 1 '11 ........'1 ・ '11・川....仰 11川H‘園川'1 1t1l 1......"llh・ .1....." ・H川1 ，......川 '"1111圃噂川1111・ .1.....'lhd， lhll...IIIIIIIIII~四'"， 111"' '9

16)金津正大 関東天文・陰陽道成立に関するー

考察村山修一/他編陰陽道叢書 2中世

P.49-46 名著出版 1993 

17)木場明志 近世土御門家の陰陽師支配と配下

陰陽師大谷学報62巻3号 P.54-67 1982 

18)木場明志太閤秀吉と陰陽道関職大谷学報

64巻4号 P.122-124 1985 

19)木場明志 「占考Jをめぐる近世の問題大
谷学報67巻3号 P.51-61 1987 

20)木場明志暦道賀茂家断絶の事村山修一/

他編陰陽道叢書2中世 P.161-190名著

出版 1993 

21)木場明志近世日本の陰陽道村山修一/

他編陰陽道叢書3近世 P.1-15 名著出版

1992 

22)木場明志 江戸時代初期の土御門家とその

職掌村山修一/他編陰陽道叢書 3近世

P.47-67 名著出版 1992 

23)木村小舟昆虫翁名和靖少年少女科学名

著全集27 国土社 1981 

24)久保秀治作庭記秘抄誠文堂新光社昭和

54年 (1979)

25)黒杉茂子加賀藩の天文学天文ガイド1983

年4月号 P.43-45 (445-447) 1983 

26)甲田利雄四角祭考村山修一/他編陰陽

道叢書4特論 P.101-115 名著出版 1993 

27)国府村史編纂委員会/編国府村史国府村

1956 

28)財団法人名和昆虫研究所 名手口昆虫博物館

一案内-

29)斉藤国治 陰陽頭・安倍泰親の天文古記録

村山修一/他編陰陽道叢書4特論 P.311-

330 名著出版 1993 

30)桜井徳太郎 中世白山の荘厳講下出積輿/

編 民族宗教史叢書第十八巻「白山信仰」

P.203-213 雄山閣出版昭和61年 (1986)

31)清水隆久金沢市史・資料編9.近世七「農

政と村方」・第二編生産と流通・第一章農業.

平成14年3月 (2002)

32)清水隆久金沢市史・資料編9.近世七「農

政と村方」 ・総説・あとがき.平成14年3月

(2002) 

33)下出積輿 白山の歴史一神と人とその時代-

北国新聞社 1999 

34)高埜利彦近世陰陽道の編成と組織村山修

一/他編陰陽道叢書3近世 P.12ト 159

名著出版 1992 

35)武部保人加賀藩十村ノート 桂書房 2001

36)田中久夫法道仙人と播磨の陰陽師村山修

一/他編陰陽道叢書2中世 P.237-264

名著出版 1993 

37)田中政行新七尾風土記菊沢書屈 1977

38)玉井敬泉 白山の祭神と信仰下出積輿/編

民族宗教史叢書第十八巻「白山信仰JP.229-
269 雄山閣出版昭和61年 (1986)

39)田村固澄陰陽寮成立以前村山修一/他編

陰陽道叢書1古代 P.35-60 名著出版 1991 

40)著者不詳義経記二巻吉野屋惣兵衛寛文

十年 (1670)

41)東栄町教育委員会/編東栄町史・伝統芸能

編東栄町教育委員会 2004

42)富田正弘室町時代における祈祷と公武統一

政権村山修一/他編陰陽道叢書 2中世

P.83-122 名著出版 1993 

43)中村環八 中国における陰陽五行説村山修

一/他編陰陽道叢書1古代 P.1-6 名著

出版 1991 

44)長山直治寺島蔵人と加賀藩政化政天保天

保期の百万石群像桂書房 2003

45)野田幸三郎陰陽道の成立村山修一/他編

陰陽道叢書1古代 P.61-81名著出版 1991 

46)長谷川一郎ハレー琴星物語恒星社 1984
47)平泉恰合豚社白山神社由緒略記平泉恰合

1926 

48)前田家編輯部/編加賀藩史料第13編前

田家編輯部 1940 

49)前田家編輯部/編加賀藩史料第14編前

田家編輯部 1941 

50)前田家編輯部/編加賀藩史料第15編前

国家編輯部 1943 
てん乙う

51)増尾伸一郎 <天皇>呪符の成立村山修一

/他編陰陽道叢書4特論 P.183-224名著

出版 1993 

52)三谷栄一 日本神話の基盤塙書房 1984



(14) 第三種郵便物認可 農業と科学 (毎月 1日発行)平成18年2月1日第572号

司1"・，，1111".・"""1111."，，，，11・，11町四"，11，，111司司111111111・..."1，'11.11，.......1.1'11・11......1，""'11'....川11111"ー‘川川1'11回..，11・11・1".....1111111111....川1川川』困刊l・t・""....."・'"・11...""，阿川1111園町l'llhllll''''''川“l
53)南日義妙稲荷をたずねて-稲荷信仰の由来

と御神徳一文進堂 1986

54)村山修一 日本陰陽道史総説塙書房 1981

55)村山修一古代日本の陰陽道村山修一/他

編陰陽道叢書1古代 P.17-31 名著出版

1991 

56)村山修一 日本陰陽道史話平凡社 2001

57)村山修一・脊古直哉 中世日本の陰陽道村

山修一/他編 陰陽道叢書2中世 P.1-11

名著出版 1993 

58)森川千春 旧加賀藩政時代の虫塚から学ぶこ

と(前編) 農業と科学 2004 

59)森川千春 旧加賀藩政時代の虫塚から学ぶこ

と(後編) 農業と科学 2004 

60)山下克明 陰陽道における典拠の考察村山

修一/他編陰陽道叢書1古代 P.197-222

名著出版 1991 

61)山田安彦古代の方位信仰と地域計画古今

書院 1986 

62)山本尚友民間陰陽師の発生とその展開村

山修一/他編陰陽道叢書3近世 P.163-210

名著出版 1992 

63)石川県郷土史学会/編那谷寺通夜物語石

川県図書館協会昭和35年 (1960)

64)加陽探花房主人/編加能真言天台集「加州

那谷寺山景之図 井縁起別添」探花房 1937 

65)川良雄那谷寺通夜物語解題 日本庶民生

活史料集成第六巻一挨三一書房 1968 

66)黒板勝美/編輯国史大系第59巻尊卑分脈

第2篇吉川弘文館 1966

67)武居二郎・マーク・ピーター・キーン 作庭

記に記録されている「教典」の新情報 日本

庭園学会誌10，61-64， 2002 

68)武居二郎作庭記と陰陽五行説 日本庭園学

会平成10年度公開シンポジウム資料

69)塙保己一/編続群書類従・第六輯下・系図

部・奥州御館系図 続群書類従完成会 1932 

70)村上修一修験・陰陽道と社寺史料法蔵館

1997 

71)和田文次郎/編那谷寺案内宇都宮源平

1900 


